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下
水
道
使
用
料
を
値
上
げ
改
定
し
ま
す
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■基本使用料　■従量使用料現在の県内他市の下水道使用料（20立方㍍あたり）
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一
般
会
計
に
大
き
く
依
存
す
る
現
在
の
経

営
状
況
を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
に
お
い
て
、

今
後
の
健
全
な
経
営
の
あ
り
方
な
ど
を
約
２

年
間
に
わ
た
り
審
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
内
の
76
％
を
占
め
る
、
汚

水
の
排
出
量
が
20
立
方
㍍
未
満
の
世
帯
の
負

担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
な
使
用
料
の
改

定
と
し
ま
し
た
。

▪
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
多
額
だ

と
、
下
水
道
を
利
用
し
て
い
な
い
人
に
不

公
平
が
生
じ
ま
す

　
一
般
会
計
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

始
め
と
す
る
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
事
業

に
必
要
な
経
費
で
す
。
そ
の
財
源
に
は
市
税

も
多
く
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業

に
多
額
の
繰
り
入
れ
を
行
う
こ
と
は
、
下
水

道
を
利
用
で
き
る
市
民
と
そ
う
で
な
い
市
民

と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
こ

と
か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
極

力
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

改
定
内
容
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▪
今
後
10
年
間
の
使
用
料
に
つ
い
て

　
令
和
14
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
適
正
な
使

用
料
水
準
に
近
づ
け
る
た
め
、
下
水
道
事
業

の
経
営
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
使
用
料
を
引

き
上
げ
ま
す
が
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ

と
で
、
使
用
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

て
か
ら
の
約
30
年
間
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
う
も
の
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
１
度
も

下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行
っ
て
お
ら
ず
、

下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
現
在
県
内
他
市
と

比
較
し
て
も
低
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
管
理
運
営
費
は
使
用
者
負
担
が

原
則
で
す
が
、
本
市
で
は
、
下
水
道
使
用
料

が
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
適
正
な
額
を
徴
収
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
一
般
会
計
（
市
税
な
ど
を
主

な
収
入
源
と
し
て
、
福
祉
や
教
育
な
ど
市
の

基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
算
）
か

ら
の
繰
入
金
で
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す

が
、
令
和
４
年
度
は
、
適
正
な
基
準
を
大
き

く
超
え
る
約
６
億
８
０
０
０
万
円
の
繰
り
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

大
船
渡
市
の
下
水
道

事
業
の
経
営
状
況
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大
船
渡
市
の
下
水
道

使
用
料
の
現
状
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区　分 改定の内容（税込み）

基本料金（月額） 1,540円　→　2,156円

従量料金 11立方㍍をこえる場合、１立方㍍あたり11円の引き上げ

※汚水の排出量が20立方㍍の場合、月額3,476円（改定前2,750円）となり、726円の値上げ
になっています。改定後は、県内他自治体と同程度の水準となります。

　将来にわたり安定的な汚水処理を行うため、
先送りは難しい状況です。ご理解を賜ります
ようお願い申し上げます。

▶支出▶支出
　　委託料、人件費など…11億８,２８６万円委託料、人件費など…11億８,２８６万円
▶収入▶収入
　下水道使用料、他会計補助金など…11億９００万円　下水道使用料、他会計補助金など…11億９００万円
　　令和４年度は、一般会計から多額の繰り入れを行った　　令和４年度は、一般会計から多額の繰り入れを行った
ものの、下水道使用料が低い水準であることなどが原因ものの、下水道使用料が低い水準であることなどが原因
で7,３８６万円の赤字となりました。なお、欠損金（累積赤で7,３８６万円の赤字となりました。なお、欠損金（累積赤
字）は、７億３,４４９万円となっています。字）は、７億３,４４９万円となっています。

　下水道は、市民の皆さんが衛生で快適な生活を営むための施設です。
また災害時などは真っ先に復旧が望まれる重要なライフラインの一つで
すが、施設の維持整備に多額の費用が必要なことから、使用者から適正
な使用料を徴収し、事業の運営や施設の更新を行わなければなりません。
　しかし、人口減少下で処理区域内の人口密度が減少し、使用料収入が
減ってしまうことが喫緊の課題となっており、４月からひと月の料金を
726円値上げ改定（20立方㍍使用の場合）することとなりました。本号で
は、令和６年４月の使用料改定内容について詳しくお知らせします。
▶問い合わせ先＝下水道事業所（☎︎内線201）

令和４年度決算収支

〈円〉
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